	施設一体型小中一貫校　建設プロジェクトの流れ別紙２



１．プロジェクト全体の流れ
吉川地域の施設一体型小中一貫校の開設に向けては、全体の目標（基本構想）をもとに、大まかな計画（基本計画）をまとめ、さらに具体的な形（基本設計・実施設計）へと進めていきます。その後、校舎の建設工事やグラウンドの整備を経て、令和１２年度の開校を目指しています。
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２．各段階の意見の取り扱い
開校準備委員会での意見は、令和９年８月に策定予定の基本設計まで受け付けることが可能となっております。
開校準備委員会の意見


※原則変更不可
意見内容を参考に決定
意見内容を参考に決定
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３．各段階の詳細
	段階
	内容
	ポイント

	①基本構想
	プロジェクトの背景や課題を踏まえ、基本方針・全体スケジュールをまとめる段階。ソフト面（教育方針や機能面）が中心。
	方針を示す
令和７年８月に策定

	②基本計画
	基本構想を受けて、建物を建てるための大まかな条件（校舎や運動場の配置案、必要なおおよその費用、必要な部屋数など）を整理する段階。
	検討の「たたき台」
（未確定）

	③基本設計
	基本計画の内容を受けて、施設全体の構造や各部屋のレイアウト、設備、デザインなどを具体的に確定させていく段階。実施設計に入る前の設計方針の最終確認でもある。
	★ここで具体的に
決定します！！

	④実施設計
	基本設計で決まった内容をもとに、実際に工事を行うための詳しい図面（詳細設計）を作成する段階。各部屋の広さや必要な材料の数まで細かく決まり、正確な工事費が計算できるようになる。
	詳しい図面や工事費を確定

	⑤工事
（施工）
	実施設計の図面に基づいて、実際に校舎やグラウンドを建設・整備する段階。図面どおりに安全に作られているかを専門家が確認しながら進める。
	校舎・グラウンドの建設・整備



